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『基本文法から学ぶ英語リーディング教本』誤記・誤植のお詫び 

 
『基本文法から学ぶ英語リーディング教本』の 2 刷以降を以下のように訂正・変更いたし
まして、お詫び申し上げます。 
 
 
【２刷の訂正・変更箇所】 
p. 4 形容詞のまとめの中： 注 ➔ 注 3  囲み下： 注 ➔ 注 3 
p. 5 注 3 ➔注 4  milk のあと：注 ➔ 注 5  以下、注番号がずれる：注 4 ➔ 注 6、 

注 5 ➔ 注 7  注 5の 1行目：fast（早く）➔ fast（速く）、 注 6 ➔ 注 8 
p. 6 注 6 ➔ 注 8 
p. 14 注 16： coffeee ➔ coffee 
p. 22 最後の行に次の文を追加：kind は形容詞で、was という動詞の助けを借りて、間接

的に girl を説明しているので補語です（p. 003 参照）。 
p. 23 8 行目：注 1 ➔注 
p. 24 注 2 の最後に次を追加：hungry は形容詞で補語です（p. 003 参照）。 
p. 40 5 行目：勝だ ➔ 勝ちだ ※「ち」を追加 
p. 43 2. の 3 行目：過去分詞形 read ➔ 過去分詞形の read ※「の」を追加 
p. 55 下から 6 行目：adpted ➔ adapted 
p. 80 下から 6 行目：挙げます。➔ 上げます。 
p. 81 8 行目・下から 10 行目：挙げます。➔ 上げます。 
p. 82 23行目：挙げません。➔ 上げません。 
p. 83 4 行目：挙げません。➔ 上げません。 
p. 101 4 の英文：d o ➔ do ※d と o のあいだをくっつける 
p. 104 構造図解：the most の下線を popular まで伸ばす。 
p. 117 11 行目： wating ➔ waiting 
p. 150 11 行目：（上の２）➔（上の２.）  12 行目： 読ん ➔ 呼ん 
p. 153 下から 7 行目：（私は今その時計を持っていません）➔ （私はその時計を持って

いません） 
p. 157 20 行目：述語動詞・③です ➔ 述語動詞・④です 
p. 167 2 行目：注１ ➔ 注 
p. 188 11-4 囲みの下・最初の行：外側の語と内側の語は ➔ 従属節の「内の語」と「外の

語は 
p. 211 17 行目：was taken ➔ was killed 
p. 223 下から 12 行目： 「意味上の主語は」➔「意味上の主語」は 
p. 234 2 行目：外の語と内の語は ➔ 「内の語」と「外の語」は 
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p. 257 5 行目：uderstand ➔ understand  下から 4 行目の英文：in college の矢印を
③へ 

p. 264 17 行目： wnen ➔ when 
p. 265 10 行目： wnere ➔ where 
p. 274 4 行目： 上の ➔ 前ページの 
p. 275 質問 24 第 1 問目の末尾： ？ ➔ 。 
p. 280 下から 9行目：説明させること ➔ 説明すること 
p. 320 4 行目： 外の語と内の語 ➔ 「内の語」と「外の語」 
p. 321 囲みの中：注 2 ➔ 削除、注 3 ➔ 注 2、 注 4 ➔ 注 3 
p. 332 下から７行目：大過去用法用法 ➔ 大過去用法 
p. 333 1 行目：大過去用法用法 ➔ 大過去用法 
p. 335 注 1 ➔ 注 6、注 2 ➔ 注 7、注 3 ➔ 注 8、注 4 ➔ 注 9 
p. 336 注 1 ➔ 注 6、注 2 ➔ 注 7、注 3 ➔ 注 8、注 4 ➔ 注 9、注 5 ➔ 注 10、注 6 ➔ 

注 11 
p. 336 4行目：「従属節内の名詞の数が」➔「従属節内の名詞の単数・複数が」 
p. 336 下から 6－7 行目：右寄せに 
p. 341 17行目：whenever ➔ wherever 
p. 363 You can’t make an omelet without breaking eggs. の発音：「ウィザウト」を挿

入 
p. 364 下から 6行目： 」➔ 」 ※太字に 
p. 370 下から 7 行目：of ➔ on  下から 6 行目：of this ➔ on this 
p. 374 2つめと 3つめの英文の発音：ヒー ➔ ゼイ ※２箇所あり 
p. 377 「質問 36 の答え」のあと：（私はその奨学金を得られなかったが、大学で化学を

勉強したかった）➔ すべて削除。 
p. 378 下から 5 行目：「私は大学で化学を勉強するために欲しい奨学金を得られなかっ

た」➔ すべて太字に。 
p. 383 下から 12 行目：mede ➔ made 
p. 398 下から７行目：中の語 ➔ 内の語 
p. 400 21 行目（赤字部分）： できる）➔できる）」 
p. 419 5 行目：doctoor ➔ doctor  18 行目：附言 ➔ 付言 
p. 431 1 行目：「～するつもりだ」➔『～するつもりだ』  2 行目：「どうしても～しよ

うとする」➔『どうしても～しようとする』 
p. 436 2. の訳語： 何ですか？ ➔ 何ですか？） 
p. 450 構造図３行目：upwards；➔ upwards]； 
p. 451 6 行目：芸術界 ➔ 人為界 
p. 454 6・9 行目：芸術界 ➔ 人為界 ※２箇所 
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p. 455 9 行目：倒置しないという初歩的なミスをしたり ➔ 倒置しなかったり 
 
 
【３刷以降の訂正・変更箇所】 
p. ⅹ 2行目: 目的語 ➔ 動詞の目的語 
p. iv 4 行目：読者が自分でできるようになること ➔ 「読者が自分でできるようになるこ

と」 ※カギ括弧を付加 
p. v 注３の 1 行目：「読者が自分でできるようになることに責任を持つ」➔「『読者が自

分でできるようになること』に責任を持つ」（『』を付加） 
p. 3 下から 1行目：aC、nC ➔ aC、nC 
p. 6 下から 2行目：(度外れて) (仲が良い) ➔ (過度に) (友好的な) 
p. 7 下から 11行目： friendly は「仲が良い」という意味で、「仲が良い親子」のように ➔ 

friendly は「友好的な、親しい」という意味で、「友好的な関係」のように 
p. 21 1 行目：問 2 ➔ 問題 2 
p. 32 3・4 行目：３人数 ➔ ３人称 ※２箇所 
p. 51 下から 10 行目（赤字部分）： 「存在する、ある、いる」➔「ある、いる、存在す

る」 
p. 52 下から 10 行目：supportes ➔ supporters 
p. 54 下から 4 行目の英文：yesterday ➔ yesterday. ※ピリオドを付加  
下から 1 行目： probebly ➔ probably 

p. 57 2つ目の例文の発音： ディナイド ➔ ディナイド（「ディ」を通常体、「ナ」を太字
に） 

p. 59 3 行目： キープス ➔ キープス ハー 
p. 60 囲み：descrive ➔ describe 
p. 74 注 3 の「did〔ディド〕です。」の後に次の文を追加：原形は Do be quiet! (どうか静

かにしてください)のような「説得・勧誘を表す肯定命令文」と、Don’t talk like that.(そ
んなふうに話すな)のような否定命令文の場合に使われます。 

p. 79 6-6-1の注 4: 「助動詞+S+原形動詞」 ➔ 「助動詞+S+動詞(=原形または過去分詞
形または ing 形)」 

p. 80 6-6-4: 囲みの下の 2. 3. 4. をそれぞれ 1. 2. 3. に変更 
p. 82 5 行目: 語尾を挙げる ➔ 語尾を上げる 
p. 84 2 つめの英文の解説 1行目：この動詞は「噛む」➔ bite は「噛む」 
p. 141 20行目：この常識は ➔ この「常識」は 
p. 145 7行目： 使われてる動詞は being printed（ing 形で「進行形」で使われている）…

の 4 つです。➔ 使われている動詞は is being printed（現在形で「述語動詞」として使わ
れている）、being printed（ing 形で「進行形」で使われている）…の 5 つです。 
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p. 159 解説 1行目： ‘m ➔ ’m 
p. 162 1行目： ‘ve ➔ ’ve 
p. 163 1行目：ヴィクトーリア ➔ イリザベス 2行目：Victoria ➔ Elizabeth 
4行目と 8行目： ヴィクトリア ➔ エリザベス 

p. 171 21 行目（I saw him … 構造図）： on TV と the previous year の矢印を saw に向
ける 

p. 177 下から 8行目： ③ ➔ ① 
p. 179 5行目：上に ➔ 前のページに 
p. 201 2つめの囲み：意味上の動詞 ➔ 意味上の主語 
p. 207 12-5 の最終行から 4行目： Wriiten ➔ Written 
p. 217 6 行目： 理由 ➔ 「理由」 
p. 225 質問 20 の答え 下から 3 行目：直前に not を ➔ 直前に not、問 12 ➔ 問題 12 
p. 226 下から 10 行目： 規則活用 ➔ 不規則活用 
p. 241 15 行目：ここは the boy and the dog を The boy and the dog are coming this way.で 
➔ ここは the boy and the dog を The boy and the dog are coming this way.で 

p. 243 14行目： 今の 2 つの文 ➔ 今の 2 つの英文 
p. 251 18－20 行目：the noisy child と be は、……省略されている関係代名詞の that」

です。➔ the noisy child と be は、……省略されている関係代名詞の that」です。 ※
赤い太字に 

p. 253 10 行目： ハウスィス ➔ ハウスィズ 
p. 258 下から 11 行目： assembled ➔ assembled 
p. 261 15 行目：『和文英訳の修行』 ➔ 『和文英訳の修業』 
p. 262 10行目： 医師や薬剤師で ➔ 医師や看護師や薬剤師で 
p. 280 下から 6行目： 入学者 ➔ 入學者 
p. 282 注： －③、－④、－⑤ ➔ －③／－④／－⑤ 
p. 285 注 1： 「前から名詞を修飾する場合 ➔「前から名詞を修飾する」場合 ※カギ括

弧閉じる 
p. 287 14-15行目： ③なのに目的語を付けない……省略されているのではありません。➔ 

③なのに目的語を付けない……省略されているのではありません。 ※赤い太字に 
p. 289 下から 6-5 行目： ③なのに目的語を付けない……省略されているのではありませ

ん。➔ ③なのに目的語を付けない……省略されているのではありません。 ※赤い太字
に 

p. 298 Have you ever… の解説の 1行目：aske ➔ ask 
p. 316 9-35 の答え： university・Nagoya ➔ the university・Nagoya 
p. 333 (c)の和訳： 1 年にも ➔ 何年にも 
p. 334 (d)の和訳・19・20 行目：1 年にも ➔ 何年にも ※３箇所 17行目：「1 年」と



 
 

5 
 

いう意味です。➔ many years という意味です。 
p. 338 2－3 行目：通常用いられるのは次の 5 つです。 ➔ ここでは次の５つを勉強しま

す。 
p. 340 17-9-2 の赤い枠内：どこでも、➔ どこでも ※「、」をトル 
p. 340 下から 12 行目「whenever you come は……」の前に次の文を追加：まず may が

入らない whenever you come を考えましょう。 
p. 342 9行目： 感嘆形容詞 ➔ 感嘆副詞 
p. 362 下から 11行目：ワーク ➔ ライフ 
p. 370 下から 9行目： one ➔ once 
p. 378 下から 9-8行目：目的語になっているのではない」と ➔ 目的語になっている」の

ではないと 
p. 383 下から 12行目：mede ➔ made 
p. 386 10 行目： 上の ➔ 前のページ 
p. 387 6 行目：斉藤 ➔ 斎藤 
p. 393 下から 9行目（What is that building …? の構造図）： red?) ➔ red)?  
p. 395 2つめの英文（It’s difficult …）の和訳：言うのは難しい ➔ 決めるのは難し

い 
p. 408 2. の英文の和訳と解説の一番下の行（計 2か所）： 正しいと思われる ➔ 正しい

とわかっている 
p. 410 7 行目：上の ➔ 前のページの 
p. 430 7行目： My radio was fixed. ➔ My radio was fixed.  
p. 441-446 問題 21 の 1.・2.・4.・5.・6.・7.各英文の右にある参照部分：（問 ➔（問題 
p. 442 1-38の解答：疑問代名詞・関係代名詞・疑問形容詞・関係形容詞・感嘆形容詞 ➔ 

関係代名詞・関係形容詞・疑問代名詞・疑問形容詞・疑問副詞・感嘆形容詞 
1-42 の解答：増す ➔ 増やす 

p. 471 【関係副詞】： the way（404） how（404）の 2 項目を追加 
 
 
 


